






 

 

 

 

世間の範囲がどのくらいかは人によって違うと思いますが、世間では米農家への期待が高まっているとのこと

です。曰く、日本に食糧危機が起きるのではないかということだそうです。 

 

ちょっと調べてみると、食糧危機が起きる派の方々の説と、起きない派の方々の説の両方の説があります。 

細かく見ていくと諸説ありますが、かなり簡単にまとめると、食糧危機が起きる派の方々説の大半は、日本が 

経済的に他国に負け、食糧を購入できなくなるという説です。 

 

例えば、中国の食糧買い占めや新興国の台頭などです。逆に起きない派の方々の説の大半は、競争相手を吟味

するとまだまだ経済的に負けないし、輸出制限もしないであろうから大丈夫という説です。 

しかし、起きない派の方々の説でも、日本近海で有事が起き、シーレーンが途絶えれば食糧危機が訪れると 

いうことを想定しています。 

 

結局、どちらの説も有事に備えて最低限の食糧生産が必要と結論付けており、やはり主食としての米の重要性

を説いております。国防策として防衛費増額も大事ですが、農業振興し食糧生産を確保することも重要な国防策

ということです。 

 

農林水産省の統計によると、国土に占める農用地の割合は 

約１３％にとどまり、そのうち約２３６万ｈａが水田、 

１９８万ｈａが畑であり、年々減少しています。 

 

個人的に、この年々減少しているという所に危機感を覚える 

のですが、高齢化問題、耕作放棄地問題、不安定な補助金問題、 

経営効率及び利益率の問題を鑑みると、一朝一夕で解決できる 

問題ではないと感じております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 と図 2：農林水産省 HP より 



 

農林水産省のホームページの中には、統計以外にも農業用水路と水田の多面的機能というページもあり、それ

によると、雨水を一時的に貯留することで洪水や土砂流失を防止したりする国土の保全効果があったり、地下に

浸透する雨水が地下水のかん養に寄与したり、河川の流況の安定につながったり、水生動植物の生態系を支えた

り、親水空間を提供し豊かな自然景観を形成したり、火災が発生した時には防火用水、降雪時には除雪した雪を

溶かす消流雪用水になったり、数多くの環境の保全効果を発揮しており、これらの効果は農業を行っている地域

のみならず、下流の都市地域など流域全体に及んでいるとのことです。 

 

長野県の状況ですが、２０２２年の米の概算金（※）は３年ぶりに引き上げられ、主力となる一般的なコシヒ

カリが１１，２００円（玄米６０ｋｇ当たりの税込）でした。これは２０２１年と比べると１，０２０円の上昇

でしたが、２０１７年から２０２０年には１２，０００円台で推移していたので、それと比べるとまだまだとい

う感じです。収穫量の目安となる作況指数（※）も、長野県全体では９８で、やや不良でした。 

 

また支出面でも皆様も感じている以上に 

物価高騰の影響が大きく、燃料・肥料・ 

飼料などは今までと同じものを使用しよう 

とすると、倍以上または入手できないという 

状況もありました（２０２３年使用分も 

２０２２年１２月中に頼まないと確保でき 

ない可能性があるとのこと）ので、たとえ 

１，０２０円上がっても以前よりも厳しい 

状況が続いております。 

 

 

水田や畑を見かけた時、それを維持している農家の方の努力を 

思い出していただくと共に、決して他人事ではないという認識を 

持って欲しいと願っております。 

（農業会計室長 赤城 晶大） 
                              
 

（※）米農家の用語ピックアップ解説 

概算金：秋にＪＡ等に出荷した際には正式な米の価格が決定していない 

ため、一旦仮の値段をつけて農家にお金を払うことを指します。また 

後日正式な値段が決定した後に差額を精算します。 

長野県は、２０２０年産１２，５９２円、２０２１年産１０，１８０円、 

２０２２年産１１，２００円という推移でした。 

 

作況指数：水稲の栽培を開始する前に決定した予想平年収穫量を１００とし、秋の収穫後に実際と比較するものです。

「１０６以上：良」「１０５～１０２：やや良」「１０１～９９：平年並み」「９８～９５：やや不良」「９４以下：不良」

の５区分に分かれています。長野県は、２０２０年産「９９：平年並み」、２０２１年産「９７：やや不良」、２０２２

年産「９８：やや不良」という推移でした。 

長野県のホームページによると米の生産量は全国の３％にすぎないのですが、１０ａ当たりの収穫量及び１等米の 

比率は全国１位です！ 

信濃毎日新聞の記事より 

長野県 HP より 




